
「将来の夢」見つからなくて当たり前！ 
 夏の猛暑が信じられないぐらい朝夕が涼しくなり、秋も深まってきているなとやっと実感できる気

候になって参りました。２８日（土）には、高根中最後の合唱コンクールも終了し、３年生は、いよ

いよ受験モードに入ってきます（合唱コンクールの報告

は、臨時増刊号でお伝えします）。先日、進路指導主事か

ら校長面接の計画表をいただきました。これから１ヶ月

半ほどかけて、３年生全員と面接を行います。昼休みや

放課後のわずかな時間を使っての面接ですので、１人に

かけられる時間は、ほんのわずかですが、将来の夢など

を熱く語ってくれる生徒なども多く、校長としての仕事

の中でも、特に好きな仕事の１つです。さて、今将来の夢

と書きましたが、生徒のみなさんは考えていますか。将

来の夢と簡単に書きますが、なかなか簡単に見つけられ

るものではないと思います。まだ中学生ですから、見つ

けられないからといって悲観することはありません。そ

れで当たり前です。ある高校の校長先生が、こんなこと

を言っていました。「将来の夢なんてコロコロ変わってい

い、まだ見つからない人は、とりあえず何か１つ考えて

それに設定し、とりあえず目指してみる。途中で希望が

変わったら、目標を変えればいいだけのこと」。確かにそ

うだなと思いました。私は、建築家になりたくて川越工

業に進学しました。しかし、自分の才能のなさを思い知

り、高校生の途中から目標を教師に変更し、大学に進学

しました。時折、建築家だったらと考えることはありま

すが、現時点で後悔はしていません。むしろ、もし建築家

という夢を持っていなかったら、教師にもなれていなか

ったのではないかと考えます。未来のことなんてわかり

ません。でも想像してみることは、とても大切だなと思

います。今からでも遅くはありません。とりあえずの目

標を立ててみたらどうでしょうか。もちろん、目標を持

っている人は、それに向かって突き進んでください。高

校が専門的な学校であるほど、別の道に進むのが難しく

なるということは確かにあります。しかし、何かを目指

して努力することは、別の道に進んでも必ず自分を助け

てくれます。さあ、いっぱい悩んでみましょう。 
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１１月の主な行事 

１ 水 全校朝会 

２ 木 なかよし音楽会 ＰＴＡ運営委員会 

３ 金 文化の日 

４ 土  

５ 日  

６ 月 教育相談日 

７ 火 教育相談日 

８ 水 生徒会朝会 部活可 学校運営協議会 

９ 木 教育相談日 教育相談日 

10 金 朝学習（数・英） 教育相談日 

11 土  

12 日 ３年英検２次 

13 月 新人戦県大会（バスケ男子） 

14 火 県民の日・学校閉庁日 

15 水  

16 木  

17 金 日高市教育研究会研究発表 

18 土  

19 日  

20 月 １年社会体験チャレンジ 

21 火 １年社会体験チャレンジ 

22 水 学年朝会 ６時間授業 ２年上級学校訪問  

23 木 勤労感謝の日 １年社会体験チャレンジ 

24 金 朝学習⑳（社・理） 

25 土 日高２デーウオーク 

26 日 日高２デーウオーク 

27 月 お弁当の日 質問教室 

28 火  

29 水 質問教室 

30 木 期末考査 1日目 
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合唱コンクール実行委員紹介 
 学校だよりの発行日と記事の量の調整が上手くつかず、合唱コンクールを中心となって運営してく

れた実行委員の紹介が、事後になってしまいました。申し訳ございません。と言う訳で、素晴らしい

合唱コンクールを創り上げてくれた実行委員を紹介します。            （敬称略） 

１年１組 ２年１組 ２年２組 ３年１組 ３年２組 

・・・ ・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 
副委員長 

・・ ・・ 

・ ・  ・ ・ ・・・ ・・ ・・ 
委員長 

・・ ・・ ・・ ・・ 

埼玉県駅伝競走大会日高市・飯能市予選会 
 １０月１８日（水）、秋晴れのスポーツ日和、日高市総合公園に於いて駅伝の日高市予選会が開催さ

れました。参加希望者を募ったところ、最終的に大会に参加したのは４９名。コロナ流行以来、久し

ぶりに３チームエントリーできるとのことで、男子１８人（６区間×３チーム）、女子１５人（５区間

×３チーム）が全区間を精一杯の力を出し切り完走しました。残念ながら走れなかった生徒も、あっ

ちに走りこっちに走り、ランナーの行く先々に先回りして必死になって応援していました。ランナー

と同じぐらいの距離を走ったのではないでしょうか。みんな本当によく頑張りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとう！高根中学校！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集合写真 

合唱コンクールについては、近日中に臨時増刊号を発行し、そこで報告させていただきます。地

域に回覧されるのは、１２月号と一緒になりますので、合唱コンクール終了後、１ヶ月以上経過し

てしまいますことをお詫び申し上げます。 

今号は、１０月号掲載の１９９３年から１０年後、２００３年３月発行の卒業アルバム（２０
０２年度・平成１４年度）からです。まず、卒業アルバムを触って感じたのは、『薄いな』でし
た。開いてみるとどうやらこの年の３年生は、２クラスのようです。この時の校長先生は、島村
芳孝先生、教頭先生は、柴田修一先生、３年１組担任は竹中先生、２組担任は小野先生。全校生
徒でも１６０名の年ですから、今とほとんど変わらない状況だったようですね。部活も、ボラン
ティア部・野球部・女子バレーボール部・男子、女子バスケットボール部・男子、女子陸上部。
３年の部員が０だったのか、まだなかったのかは分かりませんが、テニス部や卓球部・音楽部の
名はありませんでした。２０周年記念式典の写真がありましたので、実は記録には残っていなか
ったのですが、創立２０周年記念式典を行ったようです。ジャージは、今と違って上下緑色・黒
のハーフパンツ、制服は現在のものと同じようです。体育祭では、組体操をやってたんですね。 


